
きらりら子育てサロン
（独立行政法人 福祉医療機構子育て助成事業)

○地域包括ケアの一環として保健医療福祉との連携を
深めながら、子育てに対する意識を高め、子どもが心豊
に、たくましく育つ総合的な環境づくり
○子育ての仲間つくり、居場所づくり
○情報交換、勉強会、リフレッシュなど

１、趣旨目的

２、サロン開設 平成１８年４月１日～現在

３、連携者
内科診療所・歯科診療所・公立短期大学（教授、学生）
・図書館・老人クラブ・幼児学園・市保健師・市栄養士な
ど各分野地域スペシャリスト

４、スタッフ

５、内 容

保育ボランティア ８名 （有償・無償）

月３回（講演会・研修会・自主活動・その他）
※月１回は、小中学生ボランティアとの交流

６、利用登録者 ６０人













 「ＮＰＯきらめき広場」の設立（行政サービス
の谷間・隙間を埋める公共サービスの担い手）

 市民主導で、「健康福祉まつり」を復活
”自分でまもる みんなで支える みんなの健康”

 地域包括ケア推進会議の発足（愛育委員会・栄養委
員、婦人会、老人クラブ、民生委員、社会福祉協議会、医科
診療所、歯科診療所、老人福祉施設、市哲西支局、消防署、
学校、ＰＴＡ、ＮＰＯきらめき広場）

 岡山県食育推進モデル地区指定
 保健・医療・福祉の一体化 ＋ 教育・文化・
産業との連携

市町村合併後の展開

「まちづくり」への展開



地域におけるＮＰＯの役割

・非営利性と運営の透明性による公共の担い手
としての活躍

・多様な主体による隙間のない公共サービスの
実現

・官と民とをつなぐ役割
・ＮＰＯの多様性、柔軟性、先駆性、フットワ

ークの良さなどの特性を活かす。
・時代に先駆けた社会実験への挑戦
・市民により近い視点からの政策提言
・官民協働の実現



今後の課題

・ＮＰＯの経営レベルと財政基盤の確立
・ＮＰＯの評価（公益性に対する市民認証）
・ＮＰＯの情報公開度（市民の信頼）
・ＮＰＯの限界

全分野に対応するＮＰＯは存在しえない
・ＮＰＯと官（行政）の距離

行政サービスの下請けにはならない
市民目線で官の客観評価ができる
政策提言を行う

社会的信頼の獲得


